
JP 5890802 B2 2016.3.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体入口と、離間した流体出口と、を備えたハウジングと、
　前記ハウジング内に配置され、入口リングと、複数の離間した羽根と、を備えた遠心流
式の送風機ホイールと、
　前記ハウジングの前記流体入口内に配置され、前縁と、後縁と、前記前縁と前記後縁と
の間を延びる外縁と、を備えた少なくとも１つの翼を含む予旋回器と、を有し、
　前記予旋回器の翼の後縁と外縁との接点（Ｐ）と、前記送風機ホイールの羽根の後縁に
おける入口リング側の端部との間の第１の軸方向の距離（Ｄ１）のうちの少なくとも１つ
が１０ｍｍ未満であり、前記接点（Ｐ）と前記送風機ホイールの羽根の後縁側の入口リン
グの軸方向端面（６２）との間の第２の軸方向の距離（Ｄ２）は、５．５ｍｍを超えるこ
とを特徴とする送風機アセンブリ。
【請求項２】
　前記予旋回器の少なくとも１つの翼の前記前縁は、実質的に線形であり、前記後縁から
離間している請求項１記載の送風機アセンブリ。
【請求項３】
　前記予旋回器の少なくとも１つの翼の外縁は、湾曲している請求項１記載の送風機アセ
ンブリ。
【請求項４】
　前記予旋回器の少なくとも１つの翼は、前記送風機ホイールの回転方向に向かって湾曲
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した第１の表面及び前記送風機ホイールの回転方向に向かって湾曲した第２の表面のうち
の少なくとも１つを備えている請求項１記載の送風機アセンブリ。
【請求項５】
　前記予旋回器は、ハブと、外輪と、を備えている請求項１記載の送風機アセンブリ。
【請求項６】
　前記予旋回器の少なくとも１つの翼の前記後縁は、前記前縁に対してある角度で前記ハ
ブから外向きに延びている請求項５記載の送風機アセンブリ。
【請求項７】
　前記予旋回器は、前記ハブと前記外輪との間に配置される内輪を備えている請求項５記
載の送風機アセンブリ。
【請求項８】
　前記予旋回器は、複数の翼を備え、前記内輪は、前記予旋回器の複数の翼と相互接続す
る請求項７記載の送風機アセンブリ。
【請求項９】
　前記予旋回器は、前記ハウジングに対して実質的に固定される請求項１記載の送風機ア
センブリ。
【請求項１０】
　流体入口と、離間した流体出口と、を備えたハウジングと、
　前記ハウジング内に配置され、入口リングと、複数の離間した羽根と、を備えた遠心流
式の送風機ホイールと、
　前記ハウジングの流体入口内に配置され、前縁と、後縁と、前記前縁と前記後縁との間
に延びる外縁と、を備えた少なくとも１つの翼を含む予旋回器と、を有し、
　前記予旋回器の翼の後縁と外縁との接点（Ｐ）と、前記送風機ホイールの羽根の後縁に
おける入口リング側の端部との間の軸方向の距離（Ｄ１）は、４．０ｍｍ～９．５ｍｍの
範囲内であることを特徴とする送風機アセンブリ。
【請求項１１】
　前記予旋回器は、ハブと、外輪と、を備えている請求項１０記載の送風機アセンブリ。
【請求項１２】
　前記予旋回器の少なくとも１つの翼の後縁は、前記前縁に対してある角度で前記ハブか
ら外向きに延びている請求項１１記載の送風機アセンブリ。
【請求項１３】
　前記予旋回器は、前記ハブと前記外輪との間に配置される内輪を備えている請求項１１
記載の送風機アセンブリ。
【請求項１４】
　前記予旋回器は、複数の翼を備え、前記内輪は、前記予旋回器の複数の翼と相互接続す
る請求項１３記載の送風機アセンブリ。
【請求項１５】
　前記接点（Ｐ）と前記送風機ホイールの入口リングの軸方向端面（６２）との間の軸方
向の距離（Ｄ２）は、５．５ｍｍを超える請求項１０記載の送風機アセンブリ。
【請求項１６】
　流体入口と、離間した流体出口と、を備えたハウジングと、
　前記ハウジング内に配置され、入口リングと、複数の離間した羽根と、を備えた遠心流
式の送風機ホイールと、
　前記ハウジングの流体入口内に配置され、前縁と、後縁と、前記前縁と前記後縁との間
に延びる外縁と、を備えた少なくとも１つの翼を含む予旋回器と、を有し、
　前記予旋回器の翼の後縁と外縁との接点（Ｐ）と前記送風機ホイールの羽根の後縁側の
入口リングの軸方向端面（６２）との間の軸方向の距離（Ｄ２）は、６．５ｍｍ～１０．
０ｍｍの範囲内であることを特徴とする送風機アセンブリ。
【請求項１７】
　前記予旋回器の少なくとも１つの翼の後縁は、前記前縁に対してある角度で前記予旋回
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器のハブから外向きに延びている請求項１６記載の送風機アセンブリ。
【請求項１８】
　前記接点（Ｐ）と前記送風機ホイールの羽根の後縁の端部との間の軸方向の距離（Ｄ１
）は、１０ｍｍ未満である請求項１６記載の送風機アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送風機アセンブリに関し、より具体的には、送風機アセンブリに入る空気の
方向を変化させるための予旋回器（pre-swirler）を備えた送風機アセンブリに関する。
【０００２】
　本出願は、２０１２年６月２９日に出願された米国特許仮出願第６１／６６６，３７７
号の利益を主張するものであり、その全開示は、参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００３】
　遠心送風機アセンブリは、一般に、空調設備の構成要素を通る強制気流を差し向けるた
めに、自動車、空気処理、及び空調業界で使用されている。典型的な送風機アセンブリで
は、空気は、入口開口部を通ってハウジングに流入する。送風機アセンブリは、典型的に
は、ハウジング内で所定の方向に回転する電動送風機ホイールを備えている。送風機ホイ
ールは、空気を回転軸に沿って軸方向に送風機ホイールの入口に流入させ、空気を半径方
向外方に、ハウジング内に形成された空気ダクトに放出する１つ又は複数の湾曲した羽根
を備えている。
【０００４】
　自動車用途における送風機アセンブリには、送風機アセンブリに入る空気の回転又は旋
回を引き起こすための予旋回器が装着されている。予旋回器は、空気を好ましい角度で送
風機アセンブリの送風機ホイールに入れる。空気が十分に回転しない場合、送風機アセン
ブリの抗力、騒音、振動の増加、及び効率損失が生じ得る。したがって、空気が予め回転
し、所望の回転量で羽根車の羽根に入る場合、送風機アセンブリの効率を最大化すること
ができる。
【０００５】
　送風機アセンブリの送風機ホイールと協働して、送風機アセンブリの騒音、振動、及び
ハーシュネス（ＮＶＨ－ｎｏｉｓｅ，　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ，　ｈａｒｓｈｎｅｓｓ）を
最小化する一方で、その効率を最大化するように構成される予旋回器を備えた送風機アセ
ンブリを製造することが望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明によれば、送風機アセンブリの送風機ホイールと協働して、送風機アセンブリの
騒音、振動、及びハーシュネス（ＮＶＨ）を最小化する一方で、その効率を最大化するよ
うに構成される予旋回器を含む送風機アセンブリが意外にも発見された。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態において、送風機アセンブリは、流体入口及び離間した流体出口を含むハウ
ジングと、ハウジング内に配置され且つ入口リング及び複数の離間した羽根を備えた送風
機ホイールと、ハウジングの流体入口内に配置され且つ前縁、後縁、及び前縁と後縁との
間に延びる外縁を備えた少なくとも１つの翼を含む予旋回器と、を有し、羽根露出距離の
うちの少なくとも１つは、約１０ｍｍ未満であり、送風機ホイール重複距離は、約５．５
ｍｍを超える。
【０００８】
　別の実施形態では、送風機アセンブリは、流体入口及び離間した流体出口を含むハウジ
ングと、ハウジング内に配置され、入口リング及び複数の離間した羽根を含む送風機ホイ
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ールと、前縁、後縁、及び前縁と後縁との間に延びる外縁を備えた少なくとも１つの翼を
含むハウジングの流体入口内に配置される予旋回器と、を有し、羽根露出距離は、約４．
０ｍｍ～約９．５ｍｍの範囲内である。
【０００９】
　さらに、別の実施形態では、送風機アセンブリは、流体入口及び離間した流体出口を含
むハウジングと、ハウジング内に配置され、入口リング及び複数の離間した羽根を備えた
送風機ホイールと、ハウジングの流体入口内に配置され、前縁、後縁、及び前縁と後縁と
の間に延びる外縁を備えた少なくとも１つの翼を含む予旋回器と、を有し、送風機ホイー
ル重複距離は、約６．５ｍｍ～約１０．０ｍｍの範囲内である。
【００１０】
　上述した本発明の他の目的及び利点は、添付図面に照らして考慮されるとき、以下の本
発明の好ましい実施形態の詳細な説明を参照することにより、当業者に容易に明らかにな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態による予旋回器を備えた送風機アセンブリの部分正面図であ
る。
【図２】図１に示す送風機アセンブリの部分拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下の詳細な説明及び添付の図面は、本発明の様々な例示的な実施形態を説明及び図示
する。この説明及び図面は、当業者が本発明を作製及び使用するのを可能にする役目を果
たし、いかなる方法においても本発明の範囲を制限するものではない。
【００１３】
　図１は、本発明による送風機アセンブリ１０を示す。送風機アセンブリ１０は、車両の
温度湿度調節システムにおいて採用されるように構成される（図示せず）。送風機アセン
ブリ１０を他の用途及びシステムにおいて所望に使用してもよいことが理解される。示さ
れる送風機アセンブリ１０は、ハウジング１２、予旋回器１４、及び送風機ホイール１８
を含む。送風機アセンブリ１０が、例えば、送風機ホイール１８の回転を引き起こすため
のモータ等の動作に必要な他の構成要素を含んでもよいことが理解される。示されるハウ
ジング１２、予旋回器１４、及び送風機ホイール１８は、プラスチックから形成される。
しかしながら、ハウジング１２、予旋回器１４、及び送風機ホイール１８はそれぞれ、任
意の好適な材料から所望に形成されてもよいことが理解される。
【００１４】
　ハウジング１２は、流体入口２０及び流体出口（図示せず）を有する流体ダクト２１（
図２参照）を含む。予旋回器１４は、流体入口２０内に配置される。予旋回器１４を、図
２に示されるように、ハウジング１２と一体化して、又はそれとは別々に所望に形成して
もよいことが理解される。流体入口２０及び予旋回器１４を、ハウジング１２内の他の箇
所に所望に位置決めしてもよいことも理解される。図１に示されるように、予旋回器１４
は、中央ハブ２４から半径方向外方に延びる離間した翼２２の環状配列を含む。示される
実施形態において、予旋回器１４は、５つの翼２２を備えている。さらに多くの翼２２又
はより少ない翼２２を所望に使用してもよいことが理解される。翼２２は、ハブ２４から
ハウジング１２に取り付けられる外輪２６まで延びる。予旋回器１４がハウジング１２と
一体化して形成される場合、外輪２６がハウジング１２の一部として形成されることが理
解される。予旋回器１４がハウジング１２に対して実質的に固定されることに留意する。
図１及び図２に示される予旋回器１４が略円形である一方で、予旋回器１４は、所望に任
意の形状を有してもよいことが理解される。
【００１５】
　予旋回器１４の翼２２は、それぞれ、翼２２の全長に沿って延びる実質的に線形の前縁
２８を含む。翼２２は、前縁２８から離間し且つハブ２４から前縁２８に対してある角度
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で半径方向且つ軸方向の外方に延びる後縁３０も備えている。後縁３０がハブ２４から他
の方向に所望に延びていてもよいことが理解される。実質的に半径方向且つ軸方向に延び
る外縁３１は、外輪２６と後縁３０との間に延び、Ｐ点で後縁３０に接合する。外縁は、
例えば、線形等の他の形状を所望に有してもよいが、外縁３１は、湾曲縁又は弓形縁であ
る。例えば、前縁２８及び後縁３０が外輪２６に到達する縁２８、３０の前の点（図示せ
ず）で合流する等の他の構造を所望に使用してもよいことが理解される。翼２２は、第１
の表面２９及び前縁２８から後縁３０まで延びる反対側の第２の表面（図示せず）を含む
。第１の表面２９は、送風機ホイール１８の回転方向の点では前縁２８から後縁３０まで
実質的に凹形の形状を有してもよく、第２の表面は、送風機ホイール１８の回転方向の点
では前縁２８から後縁３０まで実質的に凸形の形状を有してもよい。しかしながら、第１
の表面２９及び第２の表面が、例えば、送風機ホイール１８の回転方向の点では実質的に
凹形の形状、送風機ホイール１８の回転方向の点では実質的に凸形の形状、実質的に平面
形状、又は不規則な形状等の任意の形状を所望に有してもよいことが理解される。図示さ
れるように、予旋回器１４は、ハブ２４と外輪２６との間にハブ２４から半径方向外方に
離間した内輪３２も含んでもよい。内輪３２は、翼２２のそれぞれと相互接続して翼２２
を支持し、予旋回器１４の構造的完全性を最大化する。
【００１６】
　図２を新たに参照すると、送風機ホイール１８は、入口リング４２とハブ４４との間に
延びる離間した羽根４０の環状配列を含む。図示されるハブ４４がその先端に形成される
ノーズ部分４６を有する略ドーム形であるが、ハブ４４は形状及び寸法を所望に有しても
よいことが理解される。ある実施形態において、羽根４０は、送風機ホイール１８の回転
軸に対して等間隔でハブ４４の外周上に配置されるが、他の間隔を使用してもよい。所望
であれば、図示されるよりもさらに多くの羽根４０又はより少ない羽根４０を採用しても
よい。羽根４０はそれぞれ、ハブ４４から入口リング４２まで延びる実質的に線形の前縁
４８及び実質的に線形の後縁５０を含む。羽根４０はそれぞれ、第１の表面５２及び反対
側の第２の表面５４をさらに含む（図１参照）。ある実施形態において、第１の表面５２
は、送風機ホイール１８の回転方向の点では実質的に凹形の形状を有してもよく、第２の
表面５４は、送風機ホイール１８の回転方向の点では実質的に凸形の形状を有してもよい
。しかしながら、第１の表面５２及び第２の表面５４が、例えば、送風機ホイール１８の
回転方向の点では実質的に凹形の形状、送風機ホイール１８の回転方向の点では実質的に
凸形の形状、実質的に平面形状、又は不規則な形状等の任意の形状を所望に有してもよい
ことが理解される。
【００１７】
　図２に示されるように、予旋回器１４は、羽根露出距離とも称される翼２２のＰ点と羽
根４０の後縁５０の端部６０との間の距離Ｄ1が約１０ｍｍ未満であるように、送風機ホ
イール１８と協働するように構成される。非限定的な例において、羽根露出距離は、約４
．０ｍｍ～約９．５ｍｍの範囲内である。予旋回器１４の翼２２のＰ点と本発明の送風機
ホイール１８の羽根４０の後縁５０の端部６０との間の距離Ｄ1が先行技術のアセンブリ
未満であるため、送風機ホイール１８に流入させられる空気量は増加し、それによって、
送風機アセンブリ１０の機械効率及び空気流量が最大化される。加えて、送風機アセンブ
リ１０の騒音、振動、及びハーシュネス（ＮＶＨ）が最小化される。
【００１８】
　予旋回器１４は、送風機ホイール重複距離とも称される入口リング４２の周囲平面６２
と翼２２のＰ点との間の距離Ｄ2が、約５．５ｍｍを超えるように、送風機ホイール１８
と協働するようにも構成される。非限定的な例として、送風機ホイール重複距離は、約６
．５ｍｍ～約１０．０ｍｍの範囲内である。入口リング４２の周囲平面６２と翼２２のＰ
点との間の距離Ｄ2が先行技術のアセンブリを超えるため、流体ダクト２１から送風機ホ
イール１８に再循環される空気量は減少し、それによって、送風機アセンブリ１０の機械
効率及び空気流量はさらに最大化される。加えて、送風機アセンブリ１０のＮＶＨはさら
に最小化される。
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【００１９】
　上述の送風機ホイール１８と協働するように構成される予旋回器１４を有する送風機ア
センブリ１０は、先行技術の送風機アセンブリよりも有意な利点を提供する。例えば、い
ずれの予旋回器も有しない先行技術の送風機アセンブリに対する、本発明によって構成さ
れる予旋回器１４を有する送風機アセンブリ１０の機械効率の改善率は、約４．６％であ
る。この改善率は、約２．８％のいずれの予旋回器も有しない先行技術の送風機アセンブ
リに対して、先行技術の予旋回器を有する先行技術の送風機アセンブリの改善率を超える
。
【００２０】
　使用中、送風機ホイール１８は、モータによって駆動され、回転中心軸を中心に回転さ
せられる。送風機ホイール１８の回転は、空気をハウジング１２の流体入口２０に貫流さ
せる。翼２２の第１の表面２９は、空気の方向を第１の表面２９に実質的に平行な方向に
変化させる。翼２２の第２の表面も空気の方向を変化させ得ることが理解される。したが
って、空気は、流体入口２０に入る空気とは異なる方向に流体入口２０から流出する。し
たがって、送風機ホイール１８は、空気を流体出口を有する流体ダクト２１に流入及び還
流させて、送風機アセンブリ１０から所望の領域（図示せず）に出す。
【００２１】
　上述した記述から、当業者であれば、本発明の本質的な特徴を容易に解明することがで
き、その精神及び範囲から逸脱することなく、本明細書に様々な変更及び修正を行って、
それを様々な用途及び条件に適合させることができる。

【図１】 【図２】
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